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子どもたちの「′心からの笑顔」が輝 くよう

3つ の柱で教育を進めていきます。

わた しもえがお  み んな もえがお
～ 自分 も友 達 も大 切 にす る 中で ,考え を深 め ,豊か に表現 す る子 ど もを育 て る～
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よろしくお願いします
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○栄養技師

○支援員
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遠藤 正和

水門 美穂子

高原 京子

坪圏 拓也

林 ‐1知子

小林 友貴 |

藤本 千菜美

浅井 宏史
‐

森山 1夏子‐

三宅 理恵

飯圏 隆子

伊藤  光・

吉井 佑子

小野 佳美

高國 1裕美子

藤原1久美子

赤磐市立城南小学校より

昇 任

岡山市立吉備小学校より

岡山市立芳明小学校より

岡山市立鯉山小学校より

岡直1市立御津小学校より

新採用 (岡山市立横井小学校より)

轟山市立御南小学校と業務   :
甲Ⅲ市立挑丘Jヽ学校運級指導教窯と兼務
岡山市立石井ゼヽ学校通級指導教軍と兼務

岡山市立芥子ll小学校より

15名が着任し、1名が昇任いた

しました。

前任者同様、どうぞよろしくお

願いいたします。

豊か Fな か́

…
醸 犠

・橋3崚援載育の観点に立
ち,一人一人が「分かっ
た」「できた」と実感で
きる授業づ くり

・学習内容o定 a・
―
向けた

萌挙習や軍達学習の充実
〈宿薔・みo学習 等 )

・稽ち若ぃて学習に取 り組
むため奪学習親 f奎の徹底

(学習扁具・話型 等 )

0学 ひ 合 いが 深 まる授 業
睡
‐自分の考えをもち,童達
と伝え合 う申で,学びを
深める学習活動の工夫

‐考え.傷え合 う言葉を育
てる,読書習勲 定書

○健康で強い体 をつ くる取
部 筆

・体方向上を図り,望ましい
運 動 習 1員を 定 謎 せ る遊 び

―
o取 絶 o推 進

の 撻 達
・苦手きことにも1メヒ載し,等

=り強 く運動に取 り織む意欲
を育てる著旨導の工夫

‐望ましい生活習慣を育む ,

食育や生活指導あ実践

―

の 育 或
・交通安全や身の回 りの危険
に対する意識を高める安全
へ0取織0工式

・犠華E幡薄貴ξ力ED育成に・―pな
がるメデイアコン トロール
の推進

○ 自分 も友 達 も大 境 :こで き

る,滲 育 成
・学校生活のあらゆる場面で
の道徳鼓育の充実

‐0しの結果や教育春E談を波薇
した ,互いのよさを認め合 う
集国づ くりの工夫
週ヽのよさや得意なことを生か
した,一人‐人が活罐できる
場の設定

C鬱力ヽこ表 現 す る=い 育 成
・ 言 語 ,音楽 ,絵 画 ,身 体 表現

き ど ,犠 々な 形 で 豊 か に 自分

を 表 現 す る活 動 の 充 実

0集団め一 員 としての規範
議 雛

‐スリーふo取組を継続し,相
手 を 意 識 した 行 動 規 範 o定 着

地域 撫 機 :こ よ る、需か れ た学 校 づ く サ

・ 岡北 中学校 区 の連 携 ・ ‐・

…晴専震,モ 言ゞ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ 1静絞 言平ギ面・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ‐

・保轟姜彗・坦」或との 協 餞・・

・
=SD教 育 め 推進 ・ ・・ ・

教育 の円滑な接続をめざす交流活動や共通実践の健進
学 校 か らのた ょ り,ホ ーム・N・ ―ジ等 の充 実
学校評無 のPECAサイクルに基づいた学校運営
双方 向の働きかけによる「共育]0推進 ,登下校 の安全確保
地域・保護者・学生ボランティア・ゲストティーチャー等 による支援
地域数材や体験活動 を生 か した環境学習 ,国際理解 ,キ ャ リア教育
の充実


